
通告順序 ３ 

 

令和３年１１月３０日 

日野町議会議長 小谷 博徳 様 

 

                      日野町議会議員 梅林 敏彦 

 

一 般 質 問 通 告 書 

 

 次のとおり通告します。 

質問事項 質問の背景・趣旨 
質問の要旨 

（具体的に回答を求める事項） 

質問の

相手 

鳥獣被害対

策のその後

の展開につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒坂地区の

活性化対策

について 

 私は先の 9 月議会におい

て、鳥獣被害を食い止める

ために尽力されている日野

町猟友会の皆さんの労務を

軽減し、さらに一層の害獣

捕獲を推進していただくた

めの支援策を提案しまし

た。この提案に対するその

後の対応と展開について伺

います。 

 

 

 

 

 黒坂では、来年 3 月をも

って JA 黒坂支所が閉鎖さ

れ、それに続いて再来年 3

月には黒坂小学校が廃校と

なります。また、これは黒

坂だけに限りませんが、今

年度から昼間のバス便が廃

止され、車を運転できない

住民の間に大きな不便と経

済的負担を生んでいます。

こうした事態が相次ぐ中

で、地域住民の不安は募る

ばかりです。町の対応を伺

います。 

1 解体後の猪や鹿の皮や骨など

の処理を、現行の埋立てからごみ

焼却場での焼却処理に移行でき

ないかと提案し、そのためにまず

は焼却施設のある地元自治会に

相談してみてはどうか、と提起し

ました。 

また、罠の見回りなどを地域住

民が手伝う「捕獲サポート隊」を

結成してはどうか、という提案も

しました。この 2つの提案に対す

るその後の対応策について伺い

ます。 

 

1まず、黒坂小学校の閉校につい

てです。現在、町では、日野町立

学校跡地利用検討委員会という

民間委員による委員会を設けて

検討をされています。委員会の概

要とこれまでどんな意見が出さ

れたのか、伺います。 

また、検討委員会での検討と並

行して、住民の意見を広く聴く住

民説明会を開くべきだと考えま

すが、町長はそのスケジュールを

立てていますか。 

 

2 昼間のバス便が廃止されたこ

とによって、通院のために朝は運

賃 200 円のバスで病院に行って

も、帰りはタクシーで帰らざるを

得ません。タクシー券を使っても

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 



遠隔地の人は 1000 円かかりま

す。毎週でも通院しなければなら

ない人にとって、非常に大きな負

担が発生しています。このような

人たちを救うための改善が必要

ではないかと思いますが、町長の

お考えを伺います。 

 

3私はこれまで、地域を活発化さ

せるためには専任の集落支援員

を採用することが不可欠だと主

張してきました。そしてようや

く、今年の 6月議会の一般質問に

おいて、担当課長から「採用は町

内に限らず幅広く、また専任とい

うことも検討しながらやってい

きたい」という答弁がありまし

た。 

そこで町長に伺いますが、来年

度の当初予算に専任の集落支援

員採用の予算を組まれますか。 

 

 

 

 


